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問題　を虚数単位とする。実数に対して，複素数に関する方程式

　　　　　     

　　の解全体が複素数平面上で表す図形を  とする。  が円でないのは   カ のとき

　　である。  が円であるとき，その中心を表す複素数をとし，の偏角を＜

　　で表す。の虚部がとなるのは キ のときであり，このときのの実部の値は

　　 ク である。また，
 
 ケ であり，

 
    コ である。

解説略解　 とおいて，平面上での円の方程式を求めるのが通常だろうが，次のよ

　　うに方程式の図形的な意味を考慮すると，計算が容易になると思われる。

　　　複素数平面上で，動点の定点，からの距離の比を：とすると

　　　　　    　　＞，＞

　　であるが，の軌跡は， のとき線分の垂直二等分線， のとき円となる。
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計算して確かめてください。

はを  ：  の比に

外分する点と覚えるとよい。

のときの図
　　いまを：の比に内分する点を  ，

　　外分する点を  とすると，はを直径

　　とする円アポロニウスの円を描く。
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　　となる。また
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から導くこともできる。
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　　　この問題の方程式は

　　　　　     　から　  
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　として，上を用いると

　　  が円でないのは　  　すなわち　  　よって　  　…カ
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　…ケ　　
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